
議会に関するご意見・お問い合わせ
鳥取市議会事務局 〒680-8571　鳥取市尚徳町116番地
　　　　　　　　　　　　　　TEL（0857）20-3343　FAX（0857）20-3049　E-mail:gikai@city.tottori.tottori.jp

表紙写真を募集しています。詳しくは14Ｐをご覧ください。

３月定例会のあらまし

定例会号

主な記事
20年度当初予算決まる ………… ２Ｐ～３Ｐ
代表質問…………………………… ４Ｐ～５Ｐ
各個質問………………………… ６Ｐ～ 11Ｐ
特別委員会報告・市議会Ｑ＆Ａほか……12Ｐ
請願・陳情・議会クローズアップほか…13Ｐ
提出議案と結果・お知らせ………………14Ｐ

　鳥取自動車道の建設に伴う関連事
業、後期高齢者医療制度の創設に伴
う経費や、鳥取市自治基本条例の制
定などについての審議を行う３月定
例会を、３月３日から３月21日まで
の19日間開催しました。市長から一
般会計予算など議案82件が上程さ
れ、全議案とも原案のとおり可決・
同意しました。
　また、代表・各個質問には、31人
の議員が登壇し、活発な議論が展開
されました。

青い空の下、湖山池に浮かぶ青島の桜の下で花見を楽しむ家族
 （鳥取市　濱部　正幸さん　提供）
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当
初
予
算
の
委
員
会
審
議
の

中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
１
項
目
を

取
り
上
げ
、
そ
の
質
問
と
答
弁

の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

問　

19
年
10
月
に
設
置
さ
れ
た

納
付
催
告
セ
ン
タ
ー
の
実
績
を

尋
ね
る
。

答　

従
来
か
ら
、
未
納
者
に
対

す
る
催
告
業
務
を
行
っ
て
き
た

が
、
未
納
件
数
は
な
か
な
か
減

ら
な
い
実
態
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
小
額
未
納
者
を
対
象

に
納
付
催
告
セ
ン
タ
ー
か
ら
集

中
的
に
電
話
催
告
を
行
っ
た
結

果
、
金
額
ベ
ー
ス
で
の
入
金
率

で
10
月
21.59
％
、
11
月
21.19
％
と
増

加
し
、
十
分
効
果
は
上
が
っ
て

い
る
。

問　

厳
し
い
病
院
経
営
の
中
、

患
者
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
対
策
は
何
か
。

答　

減
員
し
て
い
る
内
科
医
の

確
保
と
し
て
、
研
修
医
の
要
請

や
地
域
枠
の
拡
大
、
自
治
医
科

大
学
へ
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
と
し
て
、

患
者
７
人
に
対
し
て
看
護
師
１

人
が
対
応
す
る
体
制
づ
く
り

や
、
相
談
機
能
を
充
実
さ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
部
分
な
ど
、
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
・
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

用
瀬
・
佐
治
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
河
原
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
地
元

説
明
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

昨
年
、
用
瀬
地
域
審
議
会

で
、
佐
治
を
含
め
て
説
明
を
行

い
、
保
護
者
に
も
６
回
の
説
明

を
行
っ
て
い
る
。審
議
会
で
は
、

統
廃
合
は
慎
重
に
進
め
て
ほ
し

い
、
配
膳
室
を
十
分
に
設
け
る

よ
う
に
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

保
護
者
代
表
よ
り
概
ね
了
解

を
得
て
い
る
が
、
要
望
は
今
後
の

説
明
会
で
も
聞
か
せ
て
も
ら
う
。

問　

モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
観
点

か
ら
の
条
例
に
収
ま
ら
ず
、
第

15
条
に
設
け
た
罰
則
規
定
の
内

容
は
ど
う
か
。

答　

ご
み
を
捨
て
た
と
い
う
行

為
自
体
が
す
ぐ
に
過
料
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
捨
て
て
も
注

意
を
受
け
て
回
収
な
ど
を
行
え

ば
、
罰
則
規
定
は
適
用
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

　

罰
則
は
、
勧
告
・
公
表
・
命

令
の
諸
手
続
き
を
経
て
そ
れ
に

従
わ
な
い
者
に
適
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

20
年
度
当
初
予
算
決
ま
る

20
年
度
当
初
予
算
決
ま
る

総
務
企
画
委
員
会

納
付
催
告
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

福
祉
保
健
委
員
会

市
立
病
院
の
患
者
確
保
に
つ
い
て

文
教
経
済
委
員
会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合

に
つ
い
て

建
設
水
道
委
員
会

鳥
取
市
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

•鳥取自動車道建設関係事業
•西町緑地等整備事業
•鳥取市知名度アップ大作戦
•鳥取環境大学鳥取市入学就職奨励金
•後期高齢者医療制度
•災害時要援護者支援制度モデル地区事業
•ＡＥＤ導入推進事業
•地域コミュニティ支援事業

　

議
会
に
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
十
分
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
議
決
権
を
中
心
に
、
多
く
の
権
限
が
与
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
権
限
に
基
づ
い
て
、
市
政
に
対
し

て
「
政
策
立
案
す
る
機
能
」
や
「
監
視
す
る
機
能
」
を

果
た
し
て
い
ま
す
。「
政
策
立
案
す
る
機
能
」
と
は
、

各
種
の
政
策
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
提
案
す
る
こ
と
を
い

い
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
質
問
の
政
策
提
案
を
通
じ
今
年

度
事
業
と
し
て
実
現
し
た
案
件
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
監
視
す
る
機
能
」
と
は
、
執
行
機
関
を
監

視
す
る
こ
と
を
い
い
、
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
行
政
の

透
明
性
や
公
平
性
を
維
持
す
る
も
の
で
す
。
鳥
取
市
議

会
は
、
今
回
提
出
の
あ
っ
た
20
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
、
市
民
の
目
線
で
の
チ
ェ
ッ
ク
を
果
た
し
な
が
ら
審

査
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
議
会
は
、
執
行
機
関
と
相
互
の
均
衡

に
よ
っ
て
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
市
政
の
推
進
の

た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

20年度の主な新規事業

本会議における、起立による採決の様子

ポイ捨てや歩行喫煙の禁止などを広く周知
するため実施されたスタートキャンペーン

委
員
会
の
審
査
内
容
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〔
総
務
企
画
委
員
会
〕付

言
抜
粋

　

総
務
企
画
委
員
会
で
の
19
年

度
補
正
予
算
審
査
に
お
い
て
、

部
落
解
放
同
盟
鳥
取
市
協
議
会

関
係
補
助
金
の
執
行
の
状
況
、

内
容
に
対
し
て
、
あ
た
か
も
問

題
は
な
い
中
で
予
算
を
補
正
し

た
と
も
取
れ
る
説
明
を
受
け
、

本
委
員
会
は
全
会
一
致
で
原
案

可
決
す
べ
き
と
し
て
議
長
に
報

告
を
し
、
議
会
で
可
決
さ
れ
た

経
過
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
新
聞
紙

上
に
、当
委
員
会
所
管
の
補
助
金

に
不
適
切
な
会
計
処
理
が
あ
っ

た
と
の
報
道
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
以
前
よ
り
市

長
部
局
で
も
調
査
を
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の

経
過
、
結
果
に
お
い
て
委
員
会

へ
の
十
分
な
情
報
提
供
が
さ
れ

て
お
ら
ず
、
大
い
な
る
委
員
会

軽
視
、
議
会
軽
視
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
執
行
部
と
の
信
頼

関
係
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で

あ
り
、
厳
し
く
反
省
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　

委
員
会
で
は
以
前
に
も
申
し

入
れ
を
し
た
が
、
全
く
生
か
さ
れ

て
い
な
い
。
い
か
な
る
理
由
に
お

い
て
も
情
報
提
供
の
あ
り
方
は
、

議
会
最
優
先
で
あ
る
べ
き
で
あ

り
、
全
部
局
に
お
い
て
確
認
、
徹

底
さ
れ
る
よ
う
指
摘
し
て
お
く
。

〔
福
祉
保
健
委
員
会
〕要

望
抜
粋

　

20
年
度
鳥
取
市
病
院
事
業
会

計
に
関
し
、
要
望
す
る
。

　

医
師
、
看
護
師
の
確
保
は
、

地
域
医
療
の
充
実
を
は
じ
め
、

病
院
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
で

あ
る
。

　

医
師
、
看
護
師
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
市
当
局
に
お
い
て
も

格
段
の
努
力
を
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

５
人
の
議
員
が
質
疑
を
行
う

　

質
疑
は
、
議
案
な
ど
に
つ
い

て
の
不
明
な
点
を
質た
だ

す
た
め
の

も
の
で
、
20
年
度
提
出
議
案
に

対
し
て
５
名
の
議
員
が
行
い
ま

し
た
。

　

質
疑
は
、
一
般
質
問
と
違
っ

て
、
議
案
に
対
す
る
意
見
や
賛

否
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
発
言
回
数
も
３
回
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
が
調
査
活
動
を
積
極
的

に
活
用

　

委
員
会
の
役
割
は
、
議
案
や

陳
情
な
ど
の
審
査
と
と
も
に
、

委
員
会
に
所
管
す
る
事
務
に
つ

い
て
の
調
査
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
委
員
会
は
、
閉
会
中

も
活
発
に
開
催
し
、
所
管
す
る

事
務
に
つ
い
て
の
現
状
や
問
題

点
を
調
査
研
究
し
、
議
案
審
査

の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

議案
番号 案　　件　　名　　と　　概　　要 議決結果

5 平成20年度鳥取市一般会計予算（予算額　78,660,000千円） 原案可決
6 平成20年度鳥取市土地区画整理費特別会計予算（予算額　878,330千円） 原案可決
7 平成20年度鳥取市下水道事業費特別会計予算（予算額　11,680,836千円） 原案可決
8 平成20年度鳥取市簡易水道事業費特別会計予算（予算額　988,676千円） 原案可決
9 平成20年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計予算（予算額　47,663千円） 原案可決
10 平成20年度鳥取市駐車場事業費特別会計予算（予算額　45,286千円） 原案可決
11 平成20年度鳥取市国民健康保険費特別会計予算（予算額　17,850,076千円） 原案可決
12 平成20年度鳥取市老人保健費特別会計予算（予算額　1,775,287千円） 原案可決

13 平成20年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備資金貸付事業費特別会計予算
（予算額　16,138千円） 原案可決

14 平成20年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計予算（予算額　128,593千円） 原案可決
15 平成20年度鳥取市土地取得費特別会計予算（予算額　14,185千円） 原案可決
16 平成20年度鳥取市墓苑事業費特別会計予算（予算額　37,066千円） 原案可決
17 平成20年度鳥取市集落排水事業費特別会計予算（予算額　3,066,765千円） 原案可決
18 平成20年度鳥取市介護保険費特別会計予算（予算額　11,778,458千円） 原案可決
19 平成20年度鳥取市財産区管理事業費特別会計予算（予算額　16,187千円） 原案可決
20 平成20年度鳥取市温泉事業費特別会計予算（予算額　103,479千円） 原案可決
21 平成20年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計予算（予算額　70,335千円） 原案可決
22 平成20年度鳥取市介護老人保健施設事業費特別会計予算（予算額　81,811千円） 原案可決
23 平成20年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計予算（予算額　1,866,928千円） 原案可決
24 平成20年度鳥取市水道事業会計予算（予算額　8,240,163千円） 原案可決
25 平成20年度鳥取市工業用水道事業会計予算（予算額　29,813千円） 原案可決
26 平成20年度鳥取市病院事業会計予算（予算額　8,350,011千円） 原案可決

27 平成19年度鳥取市一般会計補正予算（第6号）
（補正前82,426,649千円　補正額442,247千円　補正後82,868,896千円） 原案可決

28 平成19年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第2号）
（補正前443,713千円　補正額25,711千円　補正後469,424千円） 原案可決

29 平成19年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第3号）
（補正前10,378,762千円　補正額1,670,259千円　補正後12,049,021千円） 原案可決

30 平成19年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第3号）
（補正前979,450千円　補正額6,771千円　補正後986,221千円） 原案可決

31 平成19年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正予算（第2号）
（補正前48,869千円　補正額△1,025千円　補正後47,844千円） 原案可決

32 平成19年度鳥取市駐車場事業費特別会計補正予算（第3号）
（補正前46,842千円　補正額△1,319千円　補正後45,523千円） 原案可決

33 平成19年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第2号）
（補正前18,428,168千円　補正額47,761千円　補正後18,475,929千円） 原案可決

34 平成19年度鳥取市高齢者・障害者住宅整備資金貸付事業費特別会計補正予算（第1号）
（補正前18,421千円　補正額△9,966千円　補正後8,455千円） 原案可決

35 平成19年度鳥取市住宅新築資金等貸付事業費特別会計補正予算（第1号）
（補正前161,663千円　補正額△2,983千円　補正後158,680千円） 原案可決

36 平成19年度鳥取市土地取得費特別会計補正予算（第2号）
（補正前13,047千円　補正額1,022千円　補正後14,069千円） 原案可決

37 平成19年度鳥取市墓苑事業費特別会計補正予算（第1号）
（補正前46,580千円　補正額87,862千円　補正後134,442千円） 原案可決

38 平成19年度鳥取市集落排水事業費特別会計補正予算（第2号）
（補正前2,958,215千円　補正額32,140千円　補正額2,990,355千円） 原案可決

39 平成19年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第3号）
（補正前11,765,910千円　補正額222,382千円　補正後11,988,292千円） 原案可決

40 平成19年度鳥取市財産区管理事業費特別会計補正予算（第2号）
（補正前20,418千円　補正額562千円　補正後20,980千円） 原案可決

41 平成19年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第1号）
（補正前103,487千円　補正額534千円　補正後104,021千円） 原案可決

42 平成19年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第2号）
（補正前75,800千円　補正額△55　補正後75,745千円） 原案可決

43 平成19年度鳥取市水道事業会計補正予算（第2号）
（補正前8,810,843千円　補正額△362,203千円　補正後8,448,640千円） 原案可決

44 平成19年度鳥取市病院事業会計補正予算（第3号）
（補正前9,234,910千円　補正額18,620千円　補正後9,253,530千円） 原案可決

82 平成19年度鳥取市一般会計補正予算（第7号）
繰越明許（繰越額　1,618,669千円） 原案可決

83 平成19年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第3号）
繰越明許（繰越額　59,080千円） 原案可決

84 平成19年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第4号）
繰越明許（繰越額　996,714千円） 原案可決

85 平成19年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第4号）
繰越明許（繰越額　95,707千円） 原案可決

86 平成19年度鳥取市集落排水事業費特別会計補正予算（第3号）
繰越明許（繰越額　133,370千円） 原案可決

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

平成20年３月鳥取市議会定例会附議案議決結果（予算45件） 提
出
議
案
を
付
言（
付
け
加
え

て
言
う
こ
と
）や
要
望
を
付
け

て
可
決
へ
（
常
任
委
員
会
）

議
会
最
前
線
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３月定例会３月定例会３月定例会３月定例会
代表・各個質問代

表
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

１ 本市における財政健全化への取り組
みについて

２ 地域振興特定予算のあり方について
３ 指定管理者制度について
４ 道路特定財源と道路整備について
５ 総合支所のあり方について
６ 国際交流について
７ 子育て支援について
８ 地域ケア体制について
９ 保育園運営について
10 健康教育について
11 小規模作業所運営について
12 鳥取砂丘地内未利用地活用事業につ

いて
13 鳥取市の観光行政について
14 新農政の見直しについて
15 水田ビジョンの見直しと市農業政策

について
16 森林政策について
17 有害鳥獣対策について

18 道路整備について
19 生活バス路線の確保について
20 ごみ対策について
21 学習指導要領の改定について
22 教育センターについて
23 学力向上推進事業について
24 生涯学習について
25 水道事業について
26 工業用水事業について

下村　佳弘

１　新年度予算と本市の財政状況につい
て

２　第８次総合計画の進捗について
３　公共交通網の整備について
４　「2009鳥取・因幡の祭典」について
５　地域経済活性化策の取り組みについ

て
６　「子育て支援」と「人口増加対策」

について
７　家庭ごみの減量化と焼却場建設につ

いて
８　浄水場建設の進捗と経営安定化策に

ついて
９　病院経営と医師・看護師の確保につ

いて
10 自治基本条例の制定について

森本　正行

財
政
健
全
化
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

過
去
の
決
算
状
況
を
ど
う

と
ら
え
、
戦
略
的
な
地
域
再
生

の
予
算
と
し
た
の
か
。

答
（
市
長
）
決
算
状
況
で
は
、

経
常
収
支
比
率
・
実
質
公
債
費

比
率
が
徐
々
に
硬
直
化
し
て
お

り
、
今
後
、
こ
れ
ら
指
標
値
を

計
画
的
に
改
善
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。　

　

予
算
に
お
い
て
は
、
鳥
取
自

動
車
道
開
通
を
好
機
と
し
て
戦

略
的
な
地
域
再
生
を
目
指
し
、

「
２
０
０
９
鳥
取
・
因
幡
の
祭

典
」
の
実
施
を
進
め
る
と
と
も

に
、
知
名
度
ア
ッ
プ
や
新
技
術

開
発
の
先
行
投
資
的
な
事
業

に
重
点
配
分
を
行
っ
た
。
歳
入

に
見
合
っ
た
歳
出
規
模
を
目
指

し
、
財
政
指
標
を
計
画
的
に
好

転
さ
せ
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
る
。

ご
み
・
環
境
問
題につ

い
て

問　

生
ご
み
を
液
肥
化
や
堆
肥

化
し
て
野
菜
を
栽
培
し
、
学
校

給
食
の
食
材
に
用
い
る
と
い
う

「
鳥
取
版
の
事
業
系
生
ご
み
の

循
環
」
に
取
り
組
ん
で
は
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
事
業
系
生
ご
み
の

液
肥
化
や
生
ご
み
処
理
機
に
よ

る
畑
へ
の
還
元
は
、
循
環
利
用

の
一
手
段
と
考
え
ら
れ
る
が
、

事
業
ご
み
が
大
量
か
つ
定
期
的

に
出
る
こ
と
、
液
肥
化
し
た
場

合
の
受
け
入
れ
先
や
、
そ
れ
を

使
用
し
た
作
物
の
販
売
方
法
な

ど
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

生
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
が
先
頭
に
な
り
、

し
っ
か
り
と
対
策
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

代表質問 P４～P５
各個質問 P６～P11
都市整備 P６～P７
まちづくり P７～P８
給　　食 P８～P９
福祉・医療 P９～P10
観　　光 P10
雇　　用 P10～P11
農林水産業 P11
人　　権 P11

 

３
月
定
例
会
で
は
、
31
人
の
議
員
が
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質

問
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い
て

の
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　

議
事
録
の
全
文
は
、
５
月
下
旬
よ
り
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
表
質
問
と
は
会
派
を
代
表
し
て
行
う
質
問
の
こ
と

（
鳥
取
市
議
会
で
は
４
人
以
上
の
会
派
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま

す
）
で
、
各
個
質
問
と
は
議
員
一
人
ひ
と
り
が
行
う
質
問
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

ホームページに掲載されている鳥取市のバランスシート（貸借対照表）

代
表
質
問
は
、
会
派
の
議

員
数
に
よ
っ
て
質
問
時
間

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

清 和 会

こ う 風
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総
人
件
費
の

抑
制
策
に
つ
い
て

問　

早
期
退
職
者
の
予
測
を
上

回
る
動
き
を
踏
ま
え
、
今
後
の

退
職
者
数
の
推
移
や
、
労
働
環

境
の
見
地
か
ら
の
定
員
適
正
化

計
画
の
検
証
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答
（
市
長
）
19
年
度
の
退
職
者

は
、
２
月
末
現
在
で
早
期
退
職

者
を
含
め
45
人
の
見
込
み
で
あ

り
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
25
年
度

末
の
定
年
退
職
者
は
52
名
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
検
証
に
つ
い
て
は
、

事
務
事
業
の
精
査
な
ど
に
よ
る

業
務
の
改
善
を
図
り
、
職
員
の

状
況
も
考
慮
し
て
、
定
員
適

正
化
を
推
進
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
朝

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
職

場
間
の
協
議
を
通

じ
、
組
織
体
制
や
職

場
環
境
の
改
善
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

１　行財政改革について
２　危機管理について
３　過疎対策について
４　雇用対策について
５　鳥取市経済活性化戦略について

６　環境政策について
７　子どもと向き合う時間確保

について
８　地域医療の充実について

桑田　達也

副
市
長
の進

退
に
つ
い
て

問　

副
市
長
の
２
名
制
は
、
合

併
の
暫
定
措
置
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
林
副
市
長
の
任
期
が

今
年
10
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る

が
、
市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
２
名
制
に
つ
い
て
、

５
年
を
め
ど
に
と
答
弁
し
て
い

た
が
現
時
点
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
面
が
あ
る
。
今
後
始

ま
る
過
疎
化
対
策
に
お
い
て
、

副
市
長
は
２
名
必
要
な
い
と
言

え
る
状
況
で
は
な
く
、
議
会
の

理
解
を
得
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
可
燃
物
の
焼
却
施

設
や
「
２
０
０
９
鳥
取
・
因
幡

の
祭
典
」
も
あ
り
、
２
名
制
は

単
な
る
暫
定
的
措
置
か
ら
一
歩

進
ん
で
、
行
政
組
織
の
見
地
か

ら
も
必
要
性
が
高
い
と
考
え
て

い
る
。

１　新年度予算と市長の政治姿勢について
２　本年10月に任期満了を迎える副市長の進退について
３　学校給食について
４　永住外国人の参政権について
５　漫画ロードと漫画道場の事業について

両川　洋々

市
政
運
営
の

基
本
理
念
に
つ
い
て

問　

県
を
越
え
た
連
携
に
よ
る

中
海
周
辺
の
隆
盛
の
一
方
、
本

市
で
は
経
済
の
低
迷
で
、
市
民

は
閉
塞
感
を
感
じ
て
い
る
。
合

併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
、
市
民
に
活
力
を
与

え
る
市
政
運
営
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答
（
市
長
）
都
市
間
競
争
と
い

う
観
点
か
ら
、
姫
路
・
岡
山
・

鳥
取
に
よ
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
連
携
」

を
今
後
し
っ
か
り
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

よ
る
地
域
再
生
や
、「
２
０
０
９

鳥
取
・
因
幡
の
祭
典
」
が
市
民

に
と
っ
て
大
き
な
希
望
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
収
益
を
上
げ

る
仕
組
み
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
地
元
の
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

１　新年度予算について
２　環境大学について
３　鳥取市の経済・観光の活性化について
４　鳥取市の農業政策について
５　遊休財産利用（処分も含む）について

森田紘一郎

年次別の推進目標を掲げている
定員適正化計画　　　　　　　

「
２
０
０
９
鳥
取
・
因
幡
の
祭
典
」
や
因

幡
の
魅
力
を
県
内
外
に
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

「
い
な
ば
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
リ
ー
」

今
年
10
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る

林
副
市
長
の
任
期
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簡
易
水
道
事
業
の

融
資
制
度
に
つ
い
て

長坂　則翁
（民主・民世会）

問　

過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
む

集
落
で
、
施
設
の
老
朽
化
の
面

か
ら
今
後
地
元
管
理
を
市
管
理

に
移
行
す
る
の
に
伴
い
、
各
戸

の
負
担
金
35
万
円
の
融
資
制
度

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
簡
易
水
道
施
設
を

新
規
に
建
設
す
る
場
合
の
戸
別

負
担
額
（
上
限
35
万
円
）
に
つ

い
て
、
地
元
説
明
会
に
お
い
て

施
設
改
修
ま
で
の
積
み
立
て
を

勧
め
て
い
る
が
、
や
は
り
融
資

制
度
も
必
要
性
が
高
い
と
考
え

て
い
る
。

　

現
在
、
金
融
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
形
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
本
市
と
し

て
、
各
戸
負
担
金
の
新
た
な
融

資
制
度
を
前
向
き
に
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

簡
易
水
道
の

整
備
統
合
に
つ
い
て

谷口　輝男
（清和会）

問　

本
市
の
簡
易
水
道
施
設
は

83
施
設
あ
る
が
、
大
半
は
建
設

後
30
年
程
度
経
過
し
て
お
り
、

多
く
の
修
理
が
必
要
で
あ
る
。

維
持
管
理
面
か
ら
統
合
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
が
、
統
合
計
画

に
つ
い
て
の
市
の
考
え
方
を
尋

ね
る
。

答
（
市
長
）
簡
易
水
道
に
つ
い

て
、
20
年
度
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
、
簡
易
水
道
の
市
管

理
へ
の
移
行
や
統
合
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
整
備
計
画
を
立
て
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
に
よ
り
、
現
行
施

設
の
改
修
、
統
合
や
市
管
理
へ

の
移
行
に
つ
い
て
の
計
画
的
な

整
備
を
、
目
標
年
次
を
定
め
て

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

道
路
特
定
財
源に

つ
い
て

寺垣　健二
（民主・民世会）

問　

道
路
特
定
財
源
の
維
持
に

関
し
て
行
わ
れ
た
街
頭
活
動
や

広
報
は
、
市
長
の
考
え
を
市
民

に
訴
え
る
政
治
活
動
だ
と
考
え

ら
れ
、
公
正
中
立
の
立
場
を
求

め
る
地
方
公
務
員
法
第
36
条
に

触
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）
道
路
特
定
財
源
は
、

市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
問
題
で
あ

り
、
市
の
政
策
と
し

て
道
路
整
備
の
促
進

や
財
源
の
確
保
を

訴
え
て
き
た
。
こ
の

問
題
の
全
体
像
を

市
民
へ
幅
広
く
周

知
す
る
た
め
、
鳥
取

駅
や
道
の
駅
な
ど

で
市
の
考
え
方
を
伝

え
た
も
の
で
あ
る
。

　

街
頭
活
動
や
チ
ラ
シ
を
通

じ
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
機
会

に
も
な
り
、
市
と
し
て
必
要
な

こ
と
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。山

間
地
域
に
お
け
る

既
設
道
路
の
整
備
につい

て
上紙　光春
（清和会）

問　

山
間
地
の
道
路
は
、
狭
い

道
幅
、
急
カ
ー
ブ
や
落
石
な
ど

危
険
な
状
況
で
あ
る
。
市
と
し

て
危
険
箇
所
を
把
握
し
整
備
計

画
を
立
て
る
と
と
も
に
、
国
・

県
と
連
携
し
て
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答
（
市
長
）
市
道
の
危
険
箇
所

の
把
握
の
た
め
、
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う・
ト

ン
ネ
ル
な
ど
の
点
検
を
し
て
い

る
。
こ
の
道
路
施
設
に
つ
い
て

「
修
繕
計
画
」
を
立
て
計
画
的

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
20
年

度
か
ら
緊
急
の
も
の
は
着
手
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
・
県
の
道
路
は
、

２
日
以
上
間
隔
を
空
け
な
い
よ

う
、
管
理
区
間
で
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

市
有
建
築
物
の

耐
震
化
に
つ
い
て

房安　　光
（こう風）

問　

小
中
学
校
を
含
む
市
有
建

築
物
の
耐
震
化
に
お
け
る
財
政

見
通
し
と
、
耐
震
改
修
促
進
計

各
個
質
問

各
個
質
問

各
個
質
問

都

市

整

備

計画的な整備が図られている簡易水道施設

道路パトロールの状況
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画
と
教
育
委
員
会
の
計
画
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
市
長
部
局
の
所
管

す
る
建
物
の
耐
震
経
費
は
積
算

し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
市
有

施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

健
全
財
政
を
念
頭
に
、
国
の
補

助
制
度
や
有
利
な
地
方
債
を
活

用
し
、
計
画
的
に
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
市
有
建
築
物
の
耐
震

改
修
促
進
計
画
は
、
国
土
交
通

省
の
指
針
に
従
っ
て
実
施
期
間

を
20
年
度
か
ら
27
年
度
と
し
て

お
り
、
学
校
施
設
の
計
画
に
つ

い
て
は
文
部
科
学
省
か
ら
の
指

導
も
あ
り
28
年
度
ま
で
と
し
て

い
る
。

可
燃
物
ご
み
の

政
策
に
つ
い
て

武田えみ子
（公明党）

問　

可
燃
物
処
理
施
設
に
よ
る
、

生
活
環
境
の
変
化
を
数
値
と
し

て
明
確
に
す
る
手
法
と
は
何
か
。

ま
た
、
数
値
を
も
っ
て
住
民
に

説
明
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

調
査
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

答
（
副
市
長
）
環
境
影
響
評
価

は
、
処
理
施
設
が
地
域
環
境
に

与
え
る
影
響
を
科
学
的
に
評
価

し
公
表
す
る
も
の
で
、
自
動
車

道
開
通
後
の
排
気
ガ
ス
や
騒
音

な
ど
の
予
測
数
値
と
現
在
を
比

較
で
き
る
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集

で
き
、
施
設
に
出
入
り
す
る
ご

み
収
集
車
の
通
行
も
科
学
的
に

評
価
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
影

響
評
価
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
地
元
の
理
解
の
下
、
調
査

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

よ
う
に
し
て
お
り
、
吉
成
地
内

の
雨
水
管
埋
設
工
事
を
、
本
年

５
月
末
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設

に
お
け
る
利
用
の

あ
り
方
に
つ
い
て

有松　数紀
（清和会）

問　

地
区
公
民

館
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
と

し
て
今
後
一
層

の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
が
、
合

併
後
、
政
治
活

動
な
ど
利
用
制

限
が
あ
り
、
広

く
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
が
ど
う

か
。

答
（
市
長
）
平
成
20
年
度
か

ら
本
格
的
に
地
区
公
民
館
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
す
る
こ
と

に
伴
っ
て
、
利
用
の
あ
り
方
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
と
一
層
議

論
を
重
ね
て
、
明
確
な
ル
ー
ル

を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

（
教
育
長
）
政
治
活
動
と
し
て

の
利
用
は
一
律
に
禁
止
す
る
の

で
な
く
、
今
後
、
他
市
の
状
況

も
情
報
収
集
し
、
公
民
館
運
営

審
議
会
な
ど
で
諮
っ
て
、
気
持

ち
の
よ
い
公
民
館
の
活
用
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

鳥
取
警
察
署
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て

入江　順子
（こう風）

問　

鳥
取
警
察
署
跡
地
の
活
用

と
し
て
、
広
域
の
防
災
上
、
老

朽
化
し
た
東
町
出
張
所
の
移
転

を
含
め
た
多
機
能
の
消
防
施
設

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
市

よ
り
公
共
用
地
と
し
て
県
に
強

く
要
望
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
私
自
身
、
東
町
出

張
所
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
が
、
袋
川

の
久
松
山
側
の
消
防
拠
点
と
い

う
認
識
も
あ
り
、
全
体
的
な
状

況
を
勘
案
し
て
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

鳥
取
警
察
署
跡
地
の
利
用
に

つ
い
て
、
①
現
状
の
ま
ま
に
放

置
し
な
い
。
②
地
域
の
た
め
に

貢
献
す
る
公
共
的
利
用
を
行

う
。
以
上
の
見
地
か
ら
、
県
に

要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

都
市
計
画
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

高見　則夫
（清和会）

問　

駅
南
部
の
基
盤
整
備
と
し

て
、
大
工
町
土
居
叶
線
の
未
着

手
の
問
題
点
や
住
民
説
明
に
つ

い
て
、
ま
た
、
過
去
の
浸
水
被

害
を
踏
ま
え
た
排
水
路
の
整
備

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
都
市
整
備
部
長
）
未
整
備

の
県
道
部
分
は
、
22
年
度
以
降

の
実
施
を
検
討
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
市
道
部
分
は
右
折
レ
ー

ン
の
改
良
を
加
え
て
お
り
、
当

面
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

現
況
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
町

内
会
長
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

（
環
境
下
水
道
部
長
）
下
水
道

の
雨
水
排
水
は
時
間
雨
量
50
ミ

リ
程
度
の
降
雨
に
対
応
で
き
る

ま

ち

づ

く

り

コミュニティ拠点施設としての利用のあり方が
検討されることになった地区公民館　　　　　

新しい耐震基準に沿った改築工事が行われた
城北小学校の校舎　　　　　　　　　　　　
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公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て

中村　晴通
（市民会議）

問　

本
市
の
公
共
交
通
は
、
市

の
枠
を
超
え
て
東
部
全
体
で
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
今
度
設
置

さ
れ
る
生
活
交
通
会
議
を
東
部

全
体
で
組
織
し
、
東
部
圏
域
の

将
来
像
を
設
計
す
る
こ
と
も
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答（
市
長
）県
が
主
催
す
る「
生

活
交
通
に
係
る
地
域
協
議
会
」

は
、
東
・
中
・
西
部
の
地
域
別

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

協
議
会
自
身
は
全
県
で
一
つ
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
東
部
地
域

全
体
で
検
討
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
り
、
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
の
作
成
を
本
市
と
し

て
も
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
、

県
に
東
部
全
体
で
検
討
す
る
協

議
会
の
設
置
に
つ
い
て
要
請
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

的
に
保
護
者
負
担
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
徴
収
の
努
力
を
し
て

い
る
が
、後
に
残
る
未
納
額
は
、

学
校
長
や
保
護
者
へ
の
過
度
な

負
担
に
な
ら
な
い
補
て
ん
の
仕

組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
市
長
）
教
育
委
員
会
だ
け
で

給
食
費
の未

納
に
つ
い
て

中西　照典
（こう風）

問　

未
納
対
策
と
し
て
、
未
納

家
庭
へ
の
教
育
委
員
会
と
学
校

と
の
同
行
訪
問
な
ど
を
取
り
組

ま
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
な
未

納
額
の
負
担
者
は
誰
に
な
る
の

か
。

答
（
教
育
長
）
学
校
給
食
費
の

負
担
は
学
校
給
食
法
に
法
的
根

拠
が
あ
り
、
食
材
経
費
は
最
終

な
く
、
市
長
部
局
も
含
め
た
検

討
委
員
会
を
設
け
て
、
20
年
度

中
に
補
て
ん
の
仕
組
み
に
つ
い

て
の
方
針
を
出
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

学
校
給
食
の

基
本
構
想
に
つ
い
て

川瀬　滋子
（きずな）

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統

廃
合
は
、
地
産
地
消
や
食
育
を

後
退
さ
せ
る
。
河
原
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
の
統
廃
合
に
よ
り

配
食
時
間
が
ど
の
く
ら
い
早
ま

る
の
か
。
ま
た
、

現
在
３
人
の
栄
養

士
が
１
人
に
な
る

が
そ
の
対
応
は
い

か
が
か
。

答
（
教
育
長
）
統

廃
合
後
、
用
瀬
小

学
校
へ
の
配
食
は

30
分
程
度
早
く
な

る
が
、
地
元
食
材

の
活
用
に
配
慮
し

た
調
理
時
間
を
確
保
す
る
た

め
、始
業
時
間
を
早
め
る
な
ど
し

て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

統
配
合
後
、
学
校
栄
養
職
員

が
定
数
１
名
と
な
る
が
、
食
の

指
導
や
衛
生
管
理
責
任
者
の
業

務
を
見
込
み
、
県
教
委
に
規
定

の
人
数
を
超
え
た
配
置
を
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て田村　繁已

（公明党）

問　

学
校
給
食
の
基
本
構
想
に

お
い
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
集
団
食
中
毒
事
件
の
教
訓
に

よ
る
改
善
点
に
つ
い
て
、
ま

た
、
民
間
委
託
の
業
者
に
求
め

る
具
体
的
な
条
件
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答
（
教
育
長
）
基
本
構
想
に
は
、

教
訓
を
生
か
し
、
文
部
科
学
省

の
基
準
に
沿
っ
た
新
セ
ン
タ
ー

の
検
討
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
段
階
的
な
河
原
セ
ン
タ
ー
へ

の
統
合
や
、
学
校
・
保
護
者
が

信
頼
で
き
る
調
理
業
務
の
民
間

委
託
を
掲
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
受
託
業
者
へ
の
具
体

的
条
件
に
、
栄
養
士
、
調
理
師

や
衛
生
管
理
者
の
有
資
格
者
の

配
置
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い

て
、
今
後
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
の
地
元
産

使
用
率
に
つ
い
て

伊藤　幾子
（共産党）

問　

学
校
給
食
に
お
い
て
、
地

元
産
の
食
材
使
用
率
が
鳥
取
地

域
に
限
る
と
37
％
で
あ
り
、
河

原
町
や
用
瀬
町
に
比
較
す
る
と

20
％
も
低
い
。
鳥
取
地
域
で
の

地
元
産
の
使
用
率
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
教
育
長
）
鳥
取
地
域
で
は

現
在
、
食
材
ご
と
に
地
元
産
使

用
比
率
の
条
件
を
定
め
て
の
物

資
入
札
や
、
契
約
栽
培
の
活
用

給　
　
　
　

食

路線バスの廃止代替として、福部町内
を運行する「らっちゃんバス」   　　　

用瀬町の給食センターとの統合が　　
予定されている河原学校給食センター
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い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
市
長
）
真
剣
に
考
え
る
時

期
に
来
て
お
り
、
幅
広
い
議
論

を
し
て
慎
重
に
方
向
付
け
を
し

て
い
き
た
い
。
統
合
あ
り
き
で

鳥
取
市
立
病
院
の

将
来
計
画
に
つ
い
て

中島　規夫
（清和会）

問　

医
療
制
度
が
変
わ
り
、
医

師
・
看
護
師
が
不
足
す
る
中
、

病
院
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
19
年
に
総
務
省
が
示
し
た

「
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

よ
る
、
他
病
院
と
の
統
合
に
つ

話
し
合
う
の
で
は
な
く
、
一
番

い
い
方
向
が
出
た
と
き
に
、
知

事
と
市
長
が
話
し
合
い
を
す
べ

き
で
、
こ
れ
に
応
ず
る
気
持
ち

は
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
医
療
提

供
や
体
制
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
た
上
で
、
機
が
熟
せ
ば
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
と
考
え
る
。

保
育
園
待
機
児
童
の

施
策
つ
い
て

児島　　良
（市民会議）

問　

鳥
取
地
域
の
保
育
園
は
、

子
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ
、
施
設

的
に
も
限
界
を
超
え
て
い
る
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
湖
山
西
地

区
公
民
館
の
よ
う
な
既
存
施
設

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る

方
法
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
（
市
長
）
民
間
託
児
施
設
の

運
営
費
助
成
や
、
保
育
園
利
用

希
望
者
の
託
児
施
設
の
利
用
補

助
制
度
が
あ
り
、
公
的
ば
か
り

で
な
く
、
現
存
す
る
民
間
施
設

の
利
用
促
進
も
重
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
湖
山
西
地
区
公
民
館

の
あ
る
複
合
施
設
に
お
い
て

は
、
民
間
活
力
の
導
入
を
含
め

た
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の

活
用
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の導

入
に
つ
い
て

西田　正人
（清和会）

問　

高
価
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
人
が
い
な

け
れ
ば
、宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
機
会
に
20
万

市
民
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
救
命
講

習
を
す
る
よ
う
な
方
針
を
出
し

て
は
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
健
康
づ
く
り
地
区

推
進
員
の
地
区
活
動
や
、
自
主

防
災
会
の
活
動
を
通
じ
、
社
会

人
の
ほ
と
ん
ど
が
受
け
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う
状
態
に
持
っ
て

い
く
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
目
標
を
持
ち
、
計

画
を
立
て
て
い
く
こ
と
は
本
市

と
し
て
行
う
べ
き
こ
と
と
考
え

て
お
り
、
計
画
を
ま
と
め
、
大

い
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

災
害
時
要
援
護
者
の

支
援
制
度
に
つ
い
て

河根　裕二
（公明党）

問　

国
の
示
し
た
避
難
支
援
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
具
体
的

な
避
難
支
援
計
画
の
策
定
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
と
し

て
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
具

体
的
な
こ
の
計
画
を
ど
う
作
成

し
て
い
く
の
か
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
本
市
と
し
て
、
避

難
支
援
対
象
者
の
範
囲
、
自
助

共
助
公
助
の
役

割
分
担
な
ど
、

様
々
な
避
難
支

援
プ
ラ
ン
の
全

体
計
画
を
作
成

し
て
い
き
た
い
。

　

20
年
度
か
ら

３
つ
の
モ
デ
ル

地
区
で
、
要
援

護
者
の
新
た
な

登
録
制
度
に
取

り
組
み
、
避
難

福　

祉 

・ 

医　

療

地元産の使用率向上の取り組みとして
行われている、たまねぎの契約栽培　

地域のがん拠点病院として、がんに関する相談に対応するため
新しく設けられた鳥取市立病院「がん総合支援センター」　　

万一の事態に備えて配備されている
市民体育館のＡＥＤ　　　　　　　

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

①
入
札
条
件
に
お
け
る
地
元
産

比
率
の
向
上
②
契
約
栽
培
の
拡

大
③
契
約
栽
培
食
材
の
供
給
期

間
の
延
長
④
地
元
産
加
工
品

の
製
造
販
売
施
設
の
活
用
、と

い
っ
た
対
策
を
担
当
部
局
や
生

産
団
体
と
連
携
し
て
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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問　

本
市
の
観
光
の
核
と
し

て
、「
砂
の
美
術
館
」
が
整
備

さ
れ
る
が
、
観
光
都
市
を
目
指

す
上
で
、
訪
れ
る
観
光
客
を
ど

の
よ
う
に
受
け
入
れ
、
地
域
の

に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
る
か
。

答
（
市
長
）
鳥
取
砂
丘
の
知
名

度
や
魅
力
を
生
か
し
た
「
砂
の

美
術
館
」
や
「
世
界
砂
像
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
よ
り
観
光
客

を
集
め
、
周
辺
の
観
光
地
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
滞
在
型
観
光
に

結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
駅
構
内
に
物
産
館
を

開
設
予
定
で
、
情
報
拠
点
と
し

て
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
民
間
事

業
者
と
連
携
を
と
り
、
運
営
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
砂
の
美
術
館
」に

つ
い
て

福田　泰昌
（清和会）

観
光
客
ア
ッ
プ
の

施
策
に
つ
い
て

橋尾　泰博
（市民会議）

問　

因
州
和
紙
の
は
が
き
に
本

市
の
伝
統
文
化
、
特
産
品
や
名

所
を
描
い
た
「
絵
は
が
き
」
を

作
成
し
、「
２
０
０
９
鳥
取
・
因

幡
の
祭
典
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど

う
か
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
（
市
長
）
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
精
神
で
も
っ
て
、

「
２
０
０
９
鳥
取
・
因
幡
の
祭

典
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、
す
ぐ
れ
た

方
法
を
提
案
し
て
も
ら
っ
た
。

地
元
で
盛
り
上
っ
て

く
る
中
、
多
く
の
協

力
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も

ら
う
た
め
、
市
外
に

出
す
は
が
き
に
そ
の

「
絵
は
が
き
」
を
利

用
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
い
い
こ
と
だ
と

考
え
る
。

　

提
案
の
「
絵
は
が

き
」
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
可
能
か
早
速
検

討
し
た
い
。

観
光
振
興
の施策

に
つ
い
て

岡田浩四郎
（清和会）

問　

観
光
都
市
間
の
競
争
が
し

烈
に
な
る
中
、
官
と
民
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
や
、人
的
・

財
政
的
な
投
資
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
観
光
は
重
点
施
策

と
位
置
付
け
、
有
効
に
投
資
し

成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

誘
致
企
業
の
組
織
再
編

に
伴
う
雇
用
に
つ
い
て

角谷　敏男
（共産党）

問　

企
業
立
地
促
進
補
助
金

は
、
雇
用
拡
大
が
目
的
で
あ

り
、
交
付
後
に
業
態
変
更
や
事

業
縮
小
な
ど
に
よ
り
派
遣
社
員

に
変
更
さ
れ
常
用
雇
用
が
減
る

場
合
、
補
助
金
返
還
な
ど
の
措

置
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
ど

う
か
。

答
（
市
長
）
企
業
立
地
促
進
補

助
金
は
、
10
年
間
の
営
業
継

続
義
務
期
間
を
条
件
と
し
て
お

り
、
こ
の
間
の
操
業
休
止
や
廃

止
、
著
し
い
変
更
の
場
合
は
、

事
前
協
議
を
義
務
付
け
て
い

る
。
ま
た
、
補
助
金
に
よ
り
取

得
し
た
財
産
は
、
目
的
外
使
用

や
譲
渡
な
ど
の
処
分
の
制
限
が

あ
る
。

　

本
市
で
は
補
助
金
返
還
の
例

は
な
く
、雇
用
の
確
保
や
継
続
、

事
業
活
動
の
継
続
を
強
く
申
し

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

も
先
行
的
に
実
施
し
、
本
市
に

適
し
た
内
容
の
避
難
プ
ラ
ン
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

え
て
お
り
、
20
年
度
に
観
光
協

会
事
務
局
を
若
桜
街
道
に
移
転

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
物
産

の
拠
点
を
駅
構
内
に
置
く
た
め

人
的
体
制
も
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、「
砂
の
美
術
館
」
を

市
で
整
備
す
る
な
ど
、
公
で
観

光
に
取
り
組
む
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
、
官
民
が
手
を
携
え
て

本
市
の
観
光
を
大
き
く
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観　
　
　
　

光

雇　
　
　
　

用

砂で幻想的な世界を創り出す
「砂の美術館」の制作現場  　

観光は重点施策と位置付ける中で、　
若桜街道に移転した鳥取市観光協会
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所
得
格
差
の

是
正
策
に
つ
い
て

秋山　智博
（無所属）

問　

所
得
格
差
の
是
正
の
た

め
、
現
行
最
低
賃
金
 621
円
の

大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
、
国

へ
の
意
見
書
の
提
出
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
非
正
規
労
働
者

を
正
規
に
変
え
て
い
く
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答
（
市
長
）
最
低
賃
金
は
、
労

働
局
の
各
県
の
審
議
会
で
い
ろ

ん
な
立
場
の
人
が
議
論
し
て
決

ま
っ
て
お
り
、
意
見
書
の
提
出

は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

に
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
の

要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

有
機
農
業
の推進

に
つ
い
て

𠮷田　博幸
（清和会）

問　

本
市
で
は
早
く
か
ら
有
機

栽
培
や
無
農
薬
、
減
農
薬
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
有
機

農
業
の
推
進
に
対
す
る
考
え
方

や
、
市
独
自
の
有
機
農
業
の
推

進
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
農
林
水
産
部
長
）
本
市
に

と
っ
て
有
機
農
業
の

取
り
組
み
は
重
要
で

あ
り
、
堆
肥
の
購
入

助
成
や
特
別
栽
培
米

に
対
す
る
出
荷
助
成

に
よ
り
、
今
後
と
も

有
機
栽
培
に
取
り
組

む
農
家
を
支
援
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
市
長
）
推
進
体
制
と

し
て
の
「
市
地
産
地

消
推
進
協
議
会
」
を
通

じ
、
有
機
特
別
栽
培
に

関
す
る
生
産
・
流
通
な

ど
を
充
実
し
た
い
。
ま

た
、
独
自
性
を
盛
り
込

ん
だ
市
の
推
進
計
画
も

検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

＊
１内

水
面
漁
業
の

振
興
に
つ
い
て

金谷　洋治
（清和会）

問　

鮎
の
減
少
に
対
し
、
千
代

川
水
系
に
お
い
て
も
冷
水
病
に

強
い
鮎
の
放
流
や
、
遡
上
し
や

す
い
環
境
整
備
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
ど
う

か
。

答
（
市
長
）
県

が
作
成
し
た
鮎

資
源
回
復
活
用

プ
ラ
ン
に
よ
る

産
卵
場
の
造

成
、
漁
獲
制
限

同
和
行
政
に
つ
い
て村口　英子

（共産党）

問　

補
助
金
の
関
係
で
、
教
育

長
が
部
落
解
放
同
盟
市
協
議
会

役
員
を
告
発
し
た
と
警
察
に
確

認
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
教
育
長
）
17
年
度
の
補
助

金
の
書
類
審
査
で
不
明
朗
な
こ

と
が
あ
り
、
調
査
し
た
が
明
ら

か
に
な
ら
ず
、
市
長
部
局
と
合

同
の
調
査
チ
ー
ム
を
組
ん
で
調

査
を
行
っ
た
。
し
か
し
十
分
な

解
明
に
は
至
ら
ず
、
市
長
部
局

と
も
協
議
の
上
、告
発
を
し
た
。

　

文
教
経
済
委
員
会
に
お
い
て

も
、
以
前
か
ら
補
助
金
不
執
行

に
関
し
て
の
調
査
結
果
を
報
告

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
、

明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
説

明
、
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

な
ど
の
対
策
を
、
漁
協
と
連
携

し
て
取
り
組
み
、
天
然
鮎
の

遡
上
を
増
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

ま
た
、
県
が
冷
水
病
に
強
い

鮎
種
苗
の
生
産
技
術
開
発
や
、

堰え
ん

堤て
い

に
新
し
い
形
の
簡
易
魚
道

を
設
置
し
て
機
能
調
査
を
行
う

と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
実
験

が
検
証
さ
れ
れ
ば
、
関
係
機
関

農

林

水

産

業

人　
　
　
　

権

産業振興課に配置されている、
無料職業紹介所の雇用アドバイザー

天然鮎の遡上を増やすことが求められている千代川

堆肥を散布する、有機農法の取り組み

　

正
規
雇
用
の
対
策
と
し
て
、

無
料
職
業
紹
介
所
の
雇
用
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
親
身
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
20
年

度
か
ら
生
活
福
祉
課
に
就
労
支

援
相
談
員
を
配
置
し
、
生
活
保

護
受
給
者
へ
の
就
労
相
談
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

＊1　内水面漁業：湖沼・河川などの内水面で行われる漁業。
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市
議
会
Ｑ
＆
Ａ

「
請
願
・
陳
情
」

　

請
願
・
陳
情
の
違
い

は
？

　

市
政
に
つ
い
て
の
要
望

な
ど
を
議
会
に
文
書
で
提

出
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
請
願
に

は
１
名
以
上
の
議
員
の
紹

介
（
署
名
ま
た
は
記
名
押

印
）
が
必
要
で
す
。

　

請
願
・
陳
情
の
提
出
時

期
は
？

　

定
例
会
初
日
の
前
日
ま

で
に
受
け
た
も
の
を
そ
の

議
会
で
審
査
し
ま
す
。
そ

れ
以
降
に
受
け
た
も
の

は
、
次
回
の
定
例
会
で
審

査
し
ま
す
。

　

請
願
・
陳
情
は
ど
ん
な

ふ
う
に
審
査
す
る
の
？

　

委
員
会
で
、
一
件
ず
つ

意
見
交
換
を
し
て
、「
採

択
」「
不
採
択
」「
継
続
審

査
」
の
扱
い
を
決
め
て
お

り
、
請
願
は
本
会
議
に
お

い
て
採
決
し
ま
す
。

　

請
願
・
陳
情
の
結
果
は

ど
う
な
る
の
？

　

提
出
者
に
理
由
を
付
け

て
審
査
結
果
を
通
知
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
採
択
さ

れ
た
も
の
は
、
そ
の
内
容

の
実
現
に
向
け
て
、
市
長

や
関
係
機
関
に
働
き
か
け

ま
す
。

問答問答問答問答

　

本
条
例
は
、「
鳥
取
市
み
ん

な
で
つ
く
る
住
民
自
治
基
本
条

例
検
討
委
員
会
」
や
、
市
民
政

策
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
開
催
に
お

け
る
市
民
の
意
見
を
基
本
と
し

て
、
市
民
・
議
会
・
行
政
が
、

と
も
に
共
通
認
識
を
深
め
つ
つ

一
緒
に
つ
く
り
上
げ
た
、
本
市

に
お
い
て
画
期
的
な
条
例
で
あ

り
、
そ
の
作
成
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
高
く
評

価
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

　

本
条
例
に
お
い

て
、
地
方
自
治
体
の

役
割
を
「
地
域
に
お

け
る
行
政
を
自
主
的

か
つ
総
合
的
に
実
施

す
る
役
割
を
広
く
担

う
」
と
い
う
地
方
自

治
法
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
本
市
を
構
成
す
る
各

主
体
の
権
利
、
役
割
と
責
務
が

明
確
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
各
主
体
の
活
動
が
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な

地
域
社
会
の
創
造
が
な
さ
れ
る

よ
う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

条
例
制
定
後
は
、
本
条
例
が

広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
、
実
効

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、

条
例
の
趣
旨
が
深
く
理
解
さ
れ

る
よ
う
、
意
識
啓
発
へ
の
取
り

組
み
を
強
く
要
望
す
る
。

　

併
せ
て
、
今
後
も
、
市
民
の

参
画
と
協
働
の
下
、
検
証
、
研

究
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
条
例
へ

と
発
展
し
て
い
く
よ
う
望
む
も

の
で
あ
る
。

　

政
務
調
査
費
を
使
っ
た
会
派

の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
順

次
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
う
風
は
、
会
派
の
構
成
、

市
議
会
報
告
な
ど
を
市
民
に
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
「
会
派
に
よ

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
順
次

更
新
し
て
お
り
、
会
派
と
し
て

の
市
政
へ
の
取
り
組
み
や
考
え

方
な
ど
様
々
な
情
報
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　

３
月
市
議
会
の
報
告
も
今
後

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
盛
り
込
む
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
派
の

政
策
な
ど
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
方
は
こ
う
風
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て

は
。

（
こ
う
風
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

koufuu.jp/index.htm
l

）

　

き
ず
な
は
、「
地
産
地
消
の

推
進
」・「
限
界
集
落
の
活
性
化
」

を
テ
ー
マ
に
、
全
国
に
お
い
て

先
駆
的
な
施
策
を
行
っ
て
い
る

栃
木
県
宇
都
宮
市
・
京
都
府
綾

部
市
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
し
ま
し

た
。

　

宇
都
宮
市
で
は
、
地
産
地
消

推
進
条
例
を
つ
く
り
、
体
系
的

に
地
産
地
消
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
給
食
な
ど
の
地
産
地
消
を

推
進
し
食
料
自
給
率
を
高
め
て

い
く
施
策
の
説
明
を
受
け
、
本

市
へ
の
導
入
・
実
践
に
つ
い
て

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
を
参
考
に
、
会
派

議
員
が
議
会
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

政
務
調
査
費
ア
ラ
カ
ル
ト

特
別
委
員
会
報
告

会
派
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
（
こ
う
風
）

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

先
進
地
へ
（
き
ず
な
）

住
民
自
治
基
本
条
例
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
最
終
報
告
（
抜
粋
）

住民自治基本条例に関する調査特別
委員会中間報告での指摘事項

指　摘　事　項
１ 前文や条文の平明な表現の検討
２ 義務的表現の検討
３ 最高規範性のあり方
４ 議会と市の執行機関の明確化

５ 条例の前提となる自治、まちづくり、市政の
統一整理

６ 住民投票規定の検討
上記については、適切に対応されているものと
認められました。

条例の制定に向けた機運を高めるため開催された
自治基本条例シンポジウム

こう風のホームページ

さ
ら
な
る
意
識
啓
発
の
取
り
組
み
へ

　

本
委
員
会
の
最
終
報
告
を

掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
自

治
基
本
条
例
に
関
す
る
事
項
を

調
査
し
て
き
た
本
委
員
会
は
、

こ
の
最
終
報
告
を
も
っ
て
、
調

査
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
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「
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
関
す

る
小
委
員
会
」
の
調
査
状
況
に

つ
い
て

　

地
域
活
性
化
の
た
め
の
施
策

を
見
出
す
必
要
が
あ
り
、
本
小

委
員
会
や
住
民
と
の
意
見
交
換

会
を
踏
ま
え
、
数
点
に
わ
た
り

提
言
・
要
望
を
行
う
。
①
本
市

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

へ
の
、
周
辺
地
域
の
具
体
的
ビ

ジ
ョ
ン
・
事
業
の
掲
載
②
周
辺

地
域
の
逸
品
を
掘
り
起
こ
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
③
河
原
町

国
英
地
区
の
工
業
団
地
開
発
の

積
極
的
な
推
進
④
中
心
市
街
地

の
空
き
店
舗
対
策
と
し
て
、「
周

辺
地
域
の
店
」
と
し
て
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
検
討
⑤
地
域

に
対
す
る
「
愛
」
の
醸
成

　

財
政
支
援
ば
か
り
が
ま
ち
づ

く
り
の
政
策
で
は
な
く
、
今
後

は
、「
仕
掛
け
」
政
策
も
重
要

で
あ
る
。
行
政
か
ら
の
押
し
つ

け
で
は
な
く
、「
仕
掛
け
」
を

設
け
る
こ
と
に
よ
り
「
協
働
」

の
ま
ち
づ
く
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
か
ら
始
ま
り
、
地
域
間
交

流
に
よ
り
市
全
体
に
広
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

　

３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た

条
例
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介

■
鳥
取
市
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
に
関
す
る
条
例

①
「
公
共
の
場
所
で
の
ポ
イ
捨

て
」
や
「
公
共
の
場
所
へ
の
飼

い
犬
の
ふ
ん
の
放
置
」
な
ど
の

禁
止
事
項
②
「
公
共
の
場
所
で

の
喫
煙
」
の
制
限
事
項
③
違
反

す
る
と
10
月
１
日
か
ら
２
万
円

以
下
の
過
料
を
科
せ
ら
れ
る
場

合
が
あ
る
罰
則
規
定
、
以
上
を

示
し
た
快
適
な
生
活
環
境
の
確

保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

条
例
が
で
き
ま
し
た
。

■
鳥
取
市
景
観
形
成
条
例

①
市
全
域
を
「
景
観
計
画
区

域
」、
鹿
野
城
下
町
を
追
加
し
た

４
地
域
を
「
景
観
形
成
重
点
区

域
」
と
し
て
指
定
②
「
景
観
計

画
区
域
」
に
お
け
る
景
観
に
関

す
る
方
針
や
行
為
の
制
限
③
届

出
を
要
す
る
行
為
及
び
規
模
要

件
、
以
上
な
ど
を
定
め
た
「
市

景
観
計
画
」
に
合
わ
せ
て
全
面

改
正
し
た
条
例
が
で
き
ま
し
た
。

陳　情
《採択となったもの》
•鳥取市の専修学校・専門学校生への奨学金・奨励金等に関する
陳情
（理由）趣旨が妥当であると認められるため。

《不採択となったもの》
•法務局の増員に関する意見書提出等を求める陳情
（理由）適切に判断する材料を得られる立場にないため。
•介護保険料の激変緩和措置継続の陳情
（理由）税制改正に伴う介護保険料の激変緩和措置が講じられ
る者と、税制改正の影響を受けない者との間に不公平が生じる
ため。
•「鳥獣被害防止特措法」関連予算を、鳥獣捕殺ではなく自然林
復元と被害防除に使うこと等を求める意見書提出を求める陳情
（理由）実施困難と考えられる内容が含まれているため
•「現行保育制度の堅持・拡充、保育・学童保育・子育て支援施
策の推進に関わる国の予算の大幅増額を求める意見書」提出を
求める陳情
（理由）平成19年９月議会定例会で同趣旨の陳情を採択し、意
見書も提出しているため。
•業務委託の要望についての陳情
（理由）本市と岩美町との協定に基づいた業務であり、本件は
岩美町が判断し解決されるべき問題である。
•（仮称）鳥取市環境を害する行為等の防止に関する条例につい
ての陳情
（理由）陳情項目３、４については、実施困難なため
参考：陳情項目３　人の集まる場所にたばこの吸い殻入れや灰
皿など喫煙スペースを設置しないでください。
４　条例制定後、住民への周知・指導期間を経た後、特に鳥取
市の観光地となるＪＲ駅周辺や鳥取砂丘などは、重点区域とし
て取り締まり、罰則規定を設けるようにしてください。
•沖縄戦における日本軍の命令・強制・誘導による「集団自決」
の記述を削除、修正させた教科書検定の結果を撤回し、同記述
の速やかな回復を要求する意見書提出についての陳情
（理由）事実の確認が困難なため。
•「きのこの日」設定についての陳情
（理由）生産者団体で既に取り組まれている事項であり、他と
の公平性の観点からも、現時点では市として制定するのではな
く、行政は側面的な支援にとどめるべきと考えるため。

《継続審査》
•鳥取県内水面漁場の回復を求める意見書提出を求める陳情
（文教経済委員会：理由）継続して調査研究が必要なため。
（建設水道委員会：理由）さらに調査研究をする必要があるため。
•鳥取市が発注される測量設計等業務への最低制限価格の設定と
地域に本店のある会社の一層の活用についての陳情
（理由）鳥取県の動向を注視しつつ、さらに調査研究をする必
要があるため。
•地域医療と国立病院の充実に関する意見書提出等を求める陳情
（理由）県の動向を注視しつつ、内容について、さらに継続し
て調査研究が必要なため
•介護療養病床廃止・医療療養病床削減計画中止の意見書提出等
を求める陳情
（理由）県の動向を注視しつつ、内容について、さらに継続し
て調査研究が必要なため。

平成20年１月鳥取市議会臨時会附議案等案件一覧
区分 議案番号 案　件　と　概　要 議決結果

予算
（2件）

1
平成19年度鳥取市一般会計補正予算（第5号）
（補正前　82,391,540千円　　補正額　35,109千円
　補正後　82,426,649千円）

原案可決

2 平成19年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第2号）
（繰越明許　繰越額　426,800千円） 原案可決

条例
（1件） 3

鳥取市手数料条例の一部改正について
（社会保障協定の実施に伴う厚生年金保険法等の特例等に関
する法律等の施行に伴い、本市の住民票の記載事項等に関す
る証明手数料を無料とするため、引用条文の整理を行うもの）

原案可決

その他
（1件） 4

財産の取得について
（千代水雨水調整池用地（5,048㎡）を土地開発公社から買
収するもの）

原案可決

議
会
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

３月定例会で審査された 請願・陳情

人　
　

事　
（
敬
称
略
）

監
査
委
員
〈
同
意
〉

・
湯
口
一
文
（
再
任
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

〈
同
意
〉

・
植
田　

隆
（
新
任
）

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　
　

中
間
報
告（
抜
粋
）

意見交換を行っている、まちづくりに
関する調査特別委員会

和風の街なみ景観に積極的に取り組んでいる地域と
して、景観形成重点区域に指定された「鹿野城下町」



●環境標語：節約・省エネで　地球に恩返し

発
行
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／
平
成
2
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行
／
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市
議
会
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編集委員会からのお知らせ編集委員会からのお知らせ
　市民に親しまれる議会だよりの一環として、
市議会だよりの表紙写真を募集します。題材は、
「鳥取市の夏を感じさせるもの」です。
　詳しくは、鳥取市議会のホームページ（http://
www.city.tottori.tottori.jp/ より）をご覧にな
るか、事務局にお問い合わせください。

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

平成20年3月鳥取市議会定例会附議案議決結果（条例・その他）

６
月
２
日（
月
） 

開
会
・
提
案
説
明

　
　

３
日（
火
） 

休　

会

　
　

４
日（
水
） 

一
般
質
問

　
　

５
日（
木
） 

一
般
質
問

　
　

６
日（
金
） 

委
員
会

　
　

７
日（
土
） 

休　

会

　
　

８
日（
日
） 

休　

会

　
　

９
日（
月
） 

委
員
会

　
　

10
日（
火
） 

一
般
質
問

　
　

11
日（
水
） 

一
般
質
問

　
　

12
日（
木
） 

一
般
質
問
・
質
疑

　
　

13
日（
金
） 

委
員
会

　
　

14
日（
土
） 

休　

会

　
　

15
日（
日
） 

休　

会

　
　

16
日（
月
） 

委
員
会

　
　

17
日（
火
） 

委
員
会

　
　

18
日（
水
） 

委
員
長
報
告
・
討

 

論
・
採
決
・
閉
会

※

こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。
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区 分 議案番号 案 件 名 と 概 要 議決結果

条　　例

（24件）

45 鳥取市自治基本条例の制定について（本市の自治の基本理念、基本原則、市政運営等について必要な事項を定めるもの） 原案可決

46
鳥取市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定について
（地方公務員法の一部改正に伴い、職員の自発的な大学等の課程の履修又は国際貢献活動を可能とするための休業制度を創設
するもの）

原案可決

47
鳥取市職員の修学部分休業に関する条例の制定について
（自己啓発等休業の導入に併せ、勤務時間の一部を休業し、大学等における職員の自発的な修学を可能とするための休業制度
を創設するもの）

原案可決

48 鳥取市市有地等における放置自動車の適正な処理に関する条例の制定について
（市有地等（鳥取市所有地及び管理地）の放置自動車について、適正な処理を行うため必要な事項を定めるもの） 原案可決

49 鳥取市後期高齢者医療に関する条例の制定について
（後期高齢者医療制度が開始されることに伴い、保険料の徴収等について定めるもの） 原案可決

50
鳥取市鳥取砂丘応援基金条例の制定について
（鳥取砂丘の保全と活用を行い、その魅力を図ることについて、寄附金を財源として事業を推進するため、新たに基金を設置
するもの）

原案可決

51
鳥取市快適な生活環境の確保に関する条例の制定について
（市、市民及び事業者の協働による清潔で美しいまちづくりを促進し、快適な生活環境の確保を図るため、空き缶のぽい捨て、
歩行喫煙及び飼い犬のふんの放置、不必要な原動機の稼働の停止等について必要な事項を定めるもの）

原案可決

52 鳥取市景観形成条例の全部改正について（景観法の規定に基づき、現行の鳥取市景観形成条例を全部改正するもの） 原案可決

53 特別職の職員の給与に関する条例及び鳥取市教育長の給与等に関する条例の一部改正について
（特別職の職員及び鳥取市教育長の給料等を減ずるもの） 原案可決

54 鳥取市職員給与条例等の一部改正について
（鳥取市職員給与条例等について、国家公務員の給与改定等に準ずる改正を行うもの） 原案可決

55 鳥取市営駐車場条例の一部改正について
（駅南庁舎駐車場とその周辺の民間有料駐車場の駐車料金の均衡を図るため、駅南庁舎駐車場の駐車料金の見直しを行うもの） 原案可決

56 鳥取市国府町宇倍野財産区基金条例の一部改正について
（条例の名称を変更し、青谷、日置、勝部、中郷の４財産区についての基金を設置するために、条例の一部を改正するもの） 原案可決

57
鳥取市被災者住宅再建支援条例の一部改正について
（被災者生活再建支援法の一部改正により国から被災者の住宅再建等に支援がなされることになったことに伴い、条例の一部
を改正するもの）

原案可決

58 鳥取市手数料条例の一部改正について
（市民の利便性の向上を図るため、平成23年３月31日までの間に行われた住民基本台帳カードの交付手数料を無料とするもの） 原案可決

59
鳥取市特別医療費助成条例の一部改正について
（特別医療費助成制度の助成対象要件として後期高齢者医療制度加入を必須としていたが、後期高齢者制度移行に係る保険料
の負担等を勘案し、後期高齢者医療制度加入を助成対象の要件から除外するもの）

原案可決

60 鳥取市特別会計条例の一部改正について
（平成20年度から後期高齢者医療費特別会計を設置するため、必要な事項を定めるもの） 原案可決

61 鳥取市国民健康保険条例の一部改正について（平成20年度の国民健康保険料の料率改定その他所要の整備を行うもの） 原案可決
62 鳥取市保育所条例の一部改正について（いずみ保育園を廃止するもの） 原案可決

63 鳥取市簡易水道事業給水条例の一部改正について
（国府地域の統合簡易水道事業の一部が完了したため、給水区域及び水道使用料を改定するもの） 原案可決

64 鳥取市道路占用料徴収条例の一部改正について（道路法施行令の一部改正に伴い、引用条文の整理を行うもの） 原案可決
65 鳥取市公民館条例の一部改正について（福部及び佐治地域に新たに地区公民館を設置するもの） 原案可決

66 鳥取市さじアストロパークの設置及び管理に関する条例の一部改正について
（企画展の実施に伴い、企画展示観覧料を設定するもの） 原案可決

67 鳥取市体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正について（用瀬町体育館を廃止するもの） 原案可決

68 鳥取環境大学の学生に対する鳥取市奨学金基金に関する条例の廃止について
（鳥取市鳥取環境大学奨学金制度の廃止に伴い、鳥取環境大学の学生に対する鳥取市奨学金基金を廃止するもの） 原案可決

そ の 他

（11件）

69 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部（河内）を変更するもの） 原案可決

70 鳥取市過疎地域自立促進計画の変更について
（鳥取市過疎地域自立促進計画（後期　平成17年度～21年度）の一部（用瀬、佐治、青谷）を変更するもの） 原案可決

71 鳥取市気高地区保健センターの指定管理者の指定について
（鳥取市気高地区保健センターの指定管理者の指定について議決を得るもの） 原案可決

72
鳥取市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について
（郵政民営化に伴い改正された「地方公共団体の特定の事務の郵便局における取扱いに関する法律」の規程に基づき、鳥取市
の特定の事務を取り扱う郵便局の指定を行うもの）

原案可決

73 鳥取市と岩美町との一般廃棄物の焼却等に関する事務の委託に関する協議について
（平成13年３月30日に議決を得て、定めた規約の失効期限が到来するため、地元の了解を得た上で期限を延長するもの） 原案可決

74 業務委託に関する協定の変更について（鳥取市公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定（増設）を減額変更するため） 原案可決
75 工事請負契約の締結について（秋里下水終末処理場　雨天時下水処理施設工事の契約を締結するため） 原案可決
76 市道の路線の認定について（幸町８号線他　計13路線） 原案可決
77 市道の路線の変更について（宮長16号線他　計11路線） 原案可決

78
損害賠償の額及び和解について
（鳥取市西品治において、道路溝蓋が跳ね上がり、車左前ドアに傷がついた物損事故について賠償額を定め、相手方との和解
の議決を得るもの）

原案可決

79
損害賠償の額及び和解について
（鳥取市気高町勝見において、道路溝蓋が跳ね上がり、車左前ドアに傷がついた物損事故について賠償額を定め、相手方との
和解の議決を得るもの）

原案可決

人　　事
（２件）

80 鳥取市監査委員の選任について（平成20年3月31日任期満了（再任）） 同　　意
81 鳥取市固定資産評価審査委員会委員の選任について（前任者の死去による（新任）） 同　　意

議員提出
（３件）

1 道路特定財源の確保に関する意見書の提出について 原案可決
2 中小企業底上げ対策の一層強化を求める意見書の提出について 原案可決
3 地デジ放送の受信対策の推進を求める意見書の提出について 原案可決


